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審査基準表 

 

１ 評価方法 

加古川市上下水道局公営企業会計システム更新業務について、下記のとおり評価を行い、候補者等

を選定する。 

 

(1) 評価概要 

企画提案の内容について、提案評価点（システム機能仕様書、提案書及びプレゼンテーションか

ら評価する）及び見積価格点の採点を行い、その合計点を総合評価点（2,300 点満点）とする。 

 

(2) 評価基準 

①システム機能評価点（300 点満点） 

選定委員がシステム機能要件回答書を基に採点を行う。採点は、システム機能要件回答書の満点

を 300 点とし、減点法で採点する。 

評価区分 内容 評価点 

◎ パッケージ標準機能で対応可能（※1） ０点 

○ カスタマイズで対応可能 －１点 

△ 代替案・運用（※2）で対応可能 －２点 

× 対応不可 －３点 

※1 システム導入までに標準機能として組み込まれるものは「◎」としてもよいものとする。 

この場合、その旨を備考欄に明記すること。 

※2 代替案・運用で対応可能のものは備考欄に実現する手法を明記すること。 

※3 代替提案と回答した内容について、代替提案になっていないと局が判断した内容につい

ては、×（実現不可）として評価する。 

 

②提案評価点（1,500 点満点） 

選定委員が提案書及びプレゼンテーションを基に採点を行う。提案書及びプレゼンテーションの

配点は、各選定委員１人あたり下記の持ち点とし、その合計点を提案評価点とする。 

＜評価基準＞ 

 区分 評価項目 評価内容 配点 項目計 

提
案
書 

本業務に対

する考え方 

システム導入

に対する基本

方針 

本業務を実施するに当たっての基本的な考

え方が現実的であり、局の考え方との整合が

図られ、システム構築による効果が明らかに

なっているか 

10 

 

200 

提案システ

ムの概要 

業務効率化に

繋がる機能 
職員の業務負担軽減や業務の効率化につな

がる機能を有しているか 
20 

データセンタ

ー 
クラウド型での運用にあたり、使用するデー

タセンターの安全性、耐障害性は適切か 
10 
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セキュリティ

対策・障害対

策 

システム上のセキュリティ対策・障害対策は

適切か 
15 

業務遂行に

対する考え

方 

業務実施体制

及び主たる参

画メンバー 

プロジェクト管理の考え方や仕様確定手

法・業務分析手法が現実的であり、かつ、局

に適した手法となっているか 

20 

業務実施のス

ケジュール 

設計工程、製造工程、テスト工程から運用保

守工程までの本業務全体のスケジュールに

ついて、現時点で提示可能なレベルで具体的

な作業項目単位でのスケジュール案を提示

されているか、また、提案者と局との役割分

担が明確であり、かつ、局に負担の少ない提

案（分担）となっているか 

20 

データ移行 
会計システムへのデータ入力作業がスムー

ズに行える提案となっているか 
20 

研修方針及び

スケジュール 
新しいシステムの操作方法・教育に関する研

修計画があるか。また、職員研修に必要なマ

ニュアル類の提供があるか 

20 

運用保守 運用保守の考

え方 

通常の保守運用手法が現実的であり、局に適

した手法となっているか。また、法制度改正

時などにおいて、費用面・運用面での影響が

少ない提案となっているか 

15 

運用保守実施

体制 
問い合わせ窓口が一本化され、安定してシス

テムが稼働でき、局の要求を満足する運用保

守体制となっているか 

15 

障害対策及び

障害対応 

障害発生時の対応フローが明らかになって

いるか。また、障害発生時、迅速な対応が可

能な体制となっているか 

15 

追加提案 追加提案 
上記記載項目以外で、局にとって有用な提案

が具体的に記載されているか 
20 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

本業務につ

いて 
本業務に対す

る考え方 

本業務の目的及び本市の状況やシステム再

構築の目的、基本方針を的確に理解している

か 

25 

 

100 

システム機

能について 

導入システム

の概要 

システムの機能面は局に適したものである

とわかりやすく説明されているか 
20 

運用保守に

ついて 

導入開始後の

フォローアッ

プについて 

システム導入開始後の運用保守体制につい

て、整備されているか 
25 

プレゼンテ

ーションへ

の熱意・姿勢 

プレゼンテー

ションに臨む

姿勢、態度 

提案者のプレゼンテーションから、本業務を

成功させようとする熱意が伝わるか 
15 

ヒアリング

対応 

局の質問に対

する回答姿勢 

局からのヒアリングに対して、明瞭な回答を

行っているか 
15 

 

③見積価格点（500点満点） 

見積額（税込）に基づき評価する。評価における計算方法は以下のとおり。なお、施行予定額

31,800,000 円（消費税及び地方消費税相当額を含む。）及び各業務内訳金額（システム構築業務：

9,800,000 円、システム保守業務：22,000,000 円（ともに消費税及び地方消費税相当額を含む。）

を超えた場合は失格とする。 
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価格点※１ ＝ 500 点×（【最低見積額】※２ ÷ 【見積額】※３） 

※１ 小数点以下は切り捨て 

※２ 全提案者中最も低い見積額 

※３ 当該提案者の見積額 

 

２ 候補者等の選定 

評価の結果、総合評価点が上位１位となった者を「候補者」、上位２位となった者を「次点者」と

して選定する。なお、合計点が同じ場合は、出席委員等の多数決で決定し、可否同数のときは、委員

長が決定する。 

また、総合評価点のうち見積価格点を除いた 1,800 点満点中の６割に満たない者は、候補者に選定

しない。 

 

以 上 


